
金
祖
師
古
政
志
品
せ
廿
五

つ
。
此
の
副
総
を
以
て
長
家
代
々
の
新
時
所
也
。
と
い
へ
り
。
平
次

扶
宇
る
に
、
能
登
図
鳳
至
郡
穴
水
川
仙
村
白
山
刷
の
哲
一例
職
凶
柳
氏

に
左
の
草
案
あ
り
。

好
使
に
一
筆
令
ν
啓
候
。
酷
田
市
之
節
愈
御
安
僚
御
建
者
之
至
与
存
候
。

然
者
金
部
氏
稿
院
濫
餓
之
儀
御
帯
被
ν
越
、
致
=及
知
-候
。
中
古
ま
で

白
山
宮
に
枇
伶
在
v
之
.
南
八
坊
・
北
八
坊
と
て
拾
六
紡
、
天
正
五
年

五
月
ま
で
援
を
並
候
蕗
.
同
年
丸
月
謙
信
飢
入
之
節
.
寺
枇
致
=
放

火一

離
散
之
内
西
正
坊
与
相
割
問
申
候
。
則
長
谷
部
家
代
々
御
祈
願
所

陀
候
3

依
ν
之
辿
館
公
城
廓
金
府
ね
御
引
移
候
節
、
西
正
坊
も
抑
地
致

し
候
与
、
川
町
尚
一
枇
総
記

K
詳
細
K
相
見
料
申
候
。
左
候
へ
ば
、
連
能
公

格
別
之
御
防
依
被
v
矯
ν
在
候
寺
K
而
.
陣
地
之
後
、
西
正
坊
を
民
稿
院

与
被
v
革
候
事
、
右相
出
記
肱
相
翻
型
候
底
、
前
段
之
逝
候
問、

左
様
考

冊附可
v
然
存
候
。
依
而
別
紙
寺
山
肌
相
紀
進
候
。
錫
ν
阪
返
酬
迄
如
』
此
候
。

不
備
。

六
月
甘
七
日

穴
水
枇
大
宮
司

牛日

他

聞

永

哉

桜

火
水
白
山
紅
伶
寺
統
合

北

八

坊

に
、
越
前
闘
よ
り
金
調
昨
へ
龍
越
す
と
紀
椛
せ
し
は
、
体
聞
の
誤
な
ら

ん
か
。
能
登
閤
よ
り
金
滞
へ
出
で
、

長
家
代
一々
の
祈
願
所
た
り
し
を

池
間
せ
し
な
る
べ
し
。

O
混
一
一
絹
院
地
擁
壁

此
の
地
磁
は
石
像
に
て
、
門
前
な
る
地
総
堂
に
あ
り
。
古
作
K
あ
ら

A
Y
と
い
へ
ど
も
、
感
験
他
陀
国
間
な
る
よ
し
に
て
賭
人
信
仰
せ
り
。
毎

年
六
月
廿
四
日
に
は
良
一
服
院
の
地
裁
祭
と
て
、
詩
人
会
話
群
を
な
し

け
り
と
ぞ
。

O
近
藤
担一市
奮
邸

有
滞
、
氷
点
の
古
兵
談
磁
裂
柑
却
に
、
近
藤
無
一
が
屋
敷
は
.
今
の
近
藤

郎
左
衛
門
屋
敷
也
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
近
藤
三
郎
左
街
門
居

邸
は
み
つ
が
ん
近
所
と
‘
元
総
六
年
の
土
艇
に
見
b
、
延
賞
金
部
闘

に
、
民
繭
院
の
隣
地
を
問
問
十
右
術
門
、
共
隣
を
山
名
前
左
衛
門
、

共
隣
を
近
藤
新
左
衛
門
と
あ
り
て
、
新
左
街
門
は
無
市
の
沓
邸
を
賜

は
り
、
夫
れ
よ
り
、
世
々
居
住
せ
り
。
担
市
の
家
系
に
非
ざ
る
近
藤

氏
の
数
代
此
の
地
に
居
住
せ
る
と
と
脊
と
い
ふ
べ
し
。

O
託
藤
無
市
偲

或
は
挺
…
一
之
助
と
も
あ
り
。
務
翰
諮
に
、
天
正
十
一
年
二
月
中
川
清

金
四
岬
古
蹴
志
器

官
五

Ji. 
四

西
正
坊
さ
比
五
年
之
比
開
制作草
壁
，

F
之、

a
m品
川唱

東
向
坊

大
群
坊

長
法
4
司

法
悦
坊
さ
在
住

mE
o
明
山
山
寺

向山
山源
寺

西
向
寺

南

八

坊

龍
山
寺

五
知
施

洞
光
寺

背
龍
寺
今
之
告
書
山
由
。

洋
明
寺

観
音
寺

4
前
寺

妙
蛍
寺

合
拾
六
坊

惣
枕
本
寺
川
嶋
寺

右
は
、
長
氏
よ
り
尋
問
有
ν
之
K
付
て
の
答
書
也
。
さ
れ
ば
穴
水
白
山

枇
借
陀
て
西
正
幼
と
綿
せ
し
比
、
長
家
の
祈
願
所
に
て
‘

殊
陀
長
越

龍
特
別
腕
依
せ
ら
れ
し
ゅ
ゑ
、
会
部
へ
部
位
し、

民
術
院
と
改
稿
せ

し
も
の
也
。
総
尾
記
に
円
品
寺
閉
山
岨
松
波
常
陵
介
諮
智
の
子
と
い

へ
る

は
、
貞
享
二
年
の
由
来
住
陀
服
せ
た
る
党
忠
法
印
の
都
た
ら
ん
か
。

松
波
常
陵
介
務
相
官
は
品
山
議
統
の
男
に
て
文
明
六
年
三
月
松
波

へ
入
部
し、

三
千
賞
後
を
領
す
。
間
正
松
波
氏
の
元
雌
也
。
松
波
氏
淡

落
は
‘
議
智
よ
り
六
代
常
陵
介
誕
親
、
天
正
五
年
間
七
月
七
尾
落
城

の
時
、
七
尾
の
符
将
と
共
忙
松
波
械
を
守
る
と
い
へ
ど
も
、
越
後
の

特
長
調
印
筑
前
の
銭
K
義
親
等
戦
死
す
と
、

州

芯
に
あ
り
。
然
ら
ば

地
尾
記
K
殺
せ
た
る
趣
も
全
く
前
け
が
た
し
。
文
民
繭
院
の
由
来
匙

秀
、
秀
吉
の
方
人
し
て
.
近
江
図
志
津
ケ
織
の
彼
方
な
る
余
吾
，澗
の

溢
に
附
仰
を
取
り
、
佐
久
間
盛
政
が
需
に
刷出
は
れ
、
軍
兵
数
多
討
た
せ

て
‘
自
ら
も
さ
ん

λ
¥陀
職
ひ
て
、
近
藤
無
柴
に
討
た
れ
け
り
。
と

あ
る
無
紫
は
無
市
の
誤
也
。
問
問
屋
政
奉
古
兵
談
に
一
耳
ふ
。
志
津
ヶ獄

の
時
、
坂
口
山
，披
に
中
川
瀬
兵
街
、
秀
吉
方
よ
り
飽
め
置
か
れ
た
る

を
、
佐
久
間
玄
蒋
攻
む
る
。
城
中
よ
り
防
官
職
ふ
と
い
へ
ど
も
、
多

勢
陀
無
勢
不
ν
叶
、
阪
に
大
手
破
れ
な
ん
と
す
。
玄
蒋
家
人
に
近
藤
無

市
と
云
ム
者
あ
り
。
後
の
方
よ
り
染
込
み
た
る
を
見
て、

続
い
て
乗

込
む
者
多
し
。
無
市
民
先
に
立
て
抑
込
み
け
る
底
、
床
机
K
腰
を
懸

け
、
闘
扇
を
以
て
首
質
検
し

τ居
た
る
者
あ
り
。
是
ぞ
大
将
よ
と
見

て
け
れ
ば
、
無
市
絵
の
者
に
は
目
も
か
け
宇
・
つ
る
/
¥
と
立
怒
り
、

般
討
に
討
倒
し
、
共
の
催
釆
懸
り
首
を
か
き
落
す
。
跡
よ
り
味
方
大

勢
絞
く
を
見
て
.
敵
ど
も
皆
逃
散
り
た
り
。
無
市
除
り
の
路
し
さ
に

首
を
引
さ
げ
、
あ
た
り
を
吃
度
見
け
れ
ば
、
組
頭
R
L
に
あ
り
。
無
市

と
れ
見
給
へ
と
一
耳
ひ
け
れ
ば
、
純
日
明
扱
手
柄
限
り
な
じ
。
大
将
潮
兵

衡
な
り
。
念
宮
玄
蒋
殿
の
質
検
に
入
れ
ら
れ
よ
。
某
同
道
せ
ん
と
て
、

打
辿
れ
立
ち
て
行
宮
、
玄
蒋
の
前
K
M
E
り
、
大
将
中
川
瀬
兵
衛
を
近

藤
無
市
討
取
申
す
と
云
ひ
け
れ
ば
、
玄
春
大
に
競
ひ
て
、
扱
も
手
柄

五
五




